
知ったか大学取手校ゼミ　
第３回ゲスト講演会　安田葉

2020年5月13日土曜日　19：00～21：00
オンライン上でトークを行いました。
聴講生約１０人
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トークゲスト：安田葉

生まれ育った神奈川県海老名市を拠点に、これまで県内や北海道、長崎、秋田、インドネシアなどを舞台に
作品を発表。子供の頃の記憶や、近年のデジタル化により失われつつある原始的な伝統文化に強く興味を持
ち、世界各地で出会う人々に着想を得て立体、絵画、写真、映像、インスタレーションなどの作品を製作し
ている。

ホスト：佐藤悠　
知ったかアート大学　学長

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

インドネシアのカイト文化をテーマに、作品を作られている安田さんにお話を聞きました。



 
========================================================= ==== 
佐藤(以下S):では、。安田さんですどうぞ。  

安田(以下Y):よろしくお願いします。初めまして。 
 
 S:ありがとうございます。僕と安田さんは、大学の先輩後輩で、安田さんが僕の2つ下の学年で、 僕が院を
卒業する時に、安田さんが学部を卒業されて、その時も作品を見た覚えが あります。だけど、そんなにちゃ
んと話したこともないような関係で・・ 

 
Facebook では繋がってたんですけど、最近、安田さんが今日の話の中心になる、凧、カイトについ ての作
品を作られていて、それをFacebook で見た時と、僕自身がたまたま凧 を久しぶりにあげた時期が多分近
くて、すごい面白いメディアだなっていう風に思った時 があったんですよ。 で、いつかお話をちゃんとした
いなーっていうので、できたら知ったかゼミのゲストで来てほしいなってのを温めていたんですね。で、そ
んなこんなしてるう ちに、コロナ禍になってしまって・・・ そういうところで、僕も毎日家にいるし、
ちょっと窮屈で閉鎖的な中で、「凧を飛ばす」 っていうイメージが・・僕も言葉になってないんですけど、
何かになるんじゃないかなみ たいな気がして、だから今お呼びした方が、これはお話聞いといた方がいい
んじゃないかなと思って、今日を迎えたという流れです。 では、ここから安田さんに自己紹介とか、近年の
作品にとかについてお話ししてもらいた いと思います。  

Y:はい。2014年に芸大の先端芸術表現科を修了しまして、そこから作家活動と言うか、先輩とか先生とか
の手伝いをしながら、作品制作を続けつつ、いろんなジャンルのバイトをしているのですが、最近はカイト
の作品を中心に、いろんなところを旅しながら作品を作 っています。  

S:最初と言うか、僕がちゃんと作品を見たのは、安田さんの卒業制作だったと思うんですが、その 時はも
う少しこうメディア的と言うか、行灯というか。。何と言えば・・写真を見せてもらいましょうか、 カイト
の作品を見たときに、今から見せてもらう前の作品と、 流れがガラッと変わったような感覚を受けたの
で、そこをお聞きしたいです。  



 
心像の模型 “Baby, dog, man, woman” 2011  

S:これが卒業制作だったんですよね。何か「ねぶた」みたいな・・ 

 Y:そう。ねぶた・・ねぶたじゃないんですけど、和紙と金属のフレームでできていて、ねぶたの作 り方と
同じような感じで、インターネット上のアバターみたいなイメージで作った作品です。  

S:ぱっと見のイメージは、すごくハイテクにも見える感じなんだけど、実際にやってる事 自体は凄 くロー
テクと言うか・・  

Y:そうそうそう。  

S:手作り感が溢れるっていう、そういうバランスの作風で、その他も色んな種類があるんですけど、そうい
うイメージの作家さんだったんですよ。そしたら久々に見たら、いつの まにかカイトを飛ばしていて、なん
かこう全然・・・全く違うと思わないんだけども、どういう変遷でそうなって言ったのかなっていうのが、
疑問にあったんですが、それはどう でしょうか? 

 Y:色々な所でお手伝いをしたり、いろんな芸術祭とかで作品を発表したりとかしながら、 自分が何をした
いのかっていうか、どういう方向に向いてるのかっていうことを考えなが らずっとやってるんですけど、そ
の中でだんだん変化していきました・・ 先程の作品は、顔の裏側に画面があって、人がかぶると強制的に
VR みたいになるような 作品なんで すけど、中に小さいモニターが入っていて、鑑賞している人が外から見
るの と、内側でこうやって覗 いてみるので。立場によって世界の全然見え方、見られ方が違う みたいな・・
そんな作品なんですね。 そういうのでアナログの世界と、こういうデジタルの世界の境界っていうのを形に
できな いかなと 思ってやってたんです。それで2年後、大学院で作ったのがこういうガラスの作品で・・  



 

予告の種 
“Surface and Core” 2013  

S:何て言うんですかねアクアリウムみたいな感じですかね。これもまた鉄のフレームがある中に、 ガラスが
貼ってあるような形ということでしょうか・・これ中は本物の植物が生けてあるんですかね?  

Y:そうですね、本物の植物を乾燥させて、人工的な形に変化させた作品で、ガラス細工の工房に 通って、吹
きガラスで作った作品です。 これは、植物の形を止めたいっていう気持 ちと、この頃、工芸の技術ってい
うのに、すごく憧れを持っていて、それを博物館にあるような、理想化された世界の形みたいなものを表現
で きないかと思って、いろいろ試してやっていた作品です。 

 
S:ある意味、標本みたいな・・  

Y:ああそうです。イメージの標本のようなイメージでした。 ここから大学を卒業して、先生の手伝いとか、
先輩の手伝いをしながら小さい芸術祭に出してもらって・・北海道だったりとか。地元の神奈川県の芸術祭
だったりとかで、屋外の立体作品とか、本当にジャンルがバラバラの手作りワークショップだったりとか、
地元の地域の人と一緒に作るオブジェ的なものとか・・・その時に来た、仕事をとりあえずやっていったっ
ていう感じでい ろんなことをやってきました。 

さらにそこから、芸術祭っていうものに対して、ちょっと自分の制作のスタイルと折り合いがつかないこと
が多くなってきてしまって・・ものすごい少ない予算で、すごく期待してもらっているからには、それに答
えたいと思って、自分の出費がものすごくかさんでし まった時があって、ちょっと生きていけないなと思う
時があって・・  

自分が出来る範囲で、何とか自分の納得できるような形が作れないようにならないかなと 思うようになって
きて、地域についてそこからよく考えるようになっていったんですね。 それで、自分が住んでいる、生まれ



た神奈川県海老名市のことについてよく調べるように なっていって、そこで地域を良くしよう、面白いこと
をしようって活動をされている若者 のグループに参加してみたりして、その繋がりで、かつて特撮美術を
やっていた工房を地元のお寺の住職さん経由で紹介してもらったんですね。それを題材に展覧会も作ったり
し て・・「アルファ企画 解体復活大作戦」というものなんですけど・・  

 
「アルファ企画 解体復活大作戦」 2018  

Y:これも私の中では結構、考え方が変わったきっ かけになった作品なんですけど、これも話し出すとものす
ごく長くて。凧にたどり着けた くなってしまうんですが(笑)・・・ 

 S:実は僕も特撮が好きで、アルファ企画っていうと、昔の特撮の本とか見ていると出てくるんで、 名前だけ
は知ってたんだけど、安田さんのこのプロジェクトを見て、ご夫婦でやられてたアトリエ だったんですよ
ね。いろんな特撮美術を作る・・ 

 Y:そうです。でも10年以上前にお2人とも亡くなられて、その後遺族の方がアトリエを閉めて、解体するこ
とになって、そこで関係者の方々からいろいろ話を聞いていくうちに、 アルファ企画に関わった方々はなん
て素晴らしいんだろうと思って・・ご夫婦ともにすごい方たちで、残されてる過去の制作物が大量にあった
んですね。それらを修復して、もう1 回展覧会としてこの大きなアトリエで展示できれば、地域の人の記憶
に残るんじゃないかって思って企画して・・芸大の友達とかに手伝ってもらって、3日間だけやってもらった 
んですよね。  

S:これ映像があるので、是非見て欲しいんですけど・・  
映像: https:// www.youtube.com/watch?v=nGGx1WZD5nk 
 このアトリエは閉めないといけないっていうのは、最初から決まってたんですね。  

Y:そうですね。もう1ヶ月後に解体するみたいな感じで・・もう急いでやって、3日ぐらいで作った 作品だっ
たんですけど・・ 

http://www.youtube.com/watch?v=nGGx1WZD5nk


 S:なんかだからその・・片付けと言うか、店じまいと制作が一緒になったような作品なん ですよね。映像
自体はコマ撮りとかが使ってあって、ある意味特撮へのオマージュになっているんですけ ど、アトリエのあ
りし日の思い出みたいなのを想起させるような映像で、 どんどん片付けられていくとともに・・でもその
片付けは終わりじゃなくて、始まりみたいな感じで、物語をそこに感じたんですけども・・ 僕が思ったのは、
以前は、芸術祭とかに関連してて、すでにある枠組みの中で制作をやるって言う中から、この作品は安田さ
ん自身が始めたプロジェクトであって、しかもそれが店じまいとか、終わってゆくことが1つのテーマに
なっていることが、すごく特徴的だなと思って・・それって結構、芸術祭自体の重要な部分じゃないですか。
いかに閉じるかを 考えるというのは、すごく大事なことだと思うんですけど、そういった自分の中での転
換期があったのかなって、今の話を聞いて感じました。  

Y:なるほど。  

S:何か象徴的ですよね。閉じることと、その次へ行くこと・・あんまり言うと映像のネタバレになってしま
いますけど(笑)・・・すごく閉じていくんだけども、未来を感じさせるような終わり方 なんで・・  

Y:その特撮美術っていう技術自体が、やっぱりだんだん無くなってしまう技術と言うか、 そのなんだろう・・
やっぱりCG にはどうしてもリアルを求めるっていうと敵わないの で、また違った魅力をなんとか継承して
いきたいということで、今の残っている技術者たちはすごい作品を作り続けてはいるんだけども・・やっぱ
りどうしてもメジャーではなくなってきていて・・継承者が少なくなっている文化だと思います。  

S:確かあと時期的にも、庵野さんとか樋口さんの特撮美術館をやってた時期で・・  

Y:そうですね。お詳しい(笑)・・ 

 S:だからそれもタイムリーだったし、印象に残ってますね。 この作品もまた、今まで見てきた作品とはま
た違う感じで、変化があったのかなって・・ 

 Y:そうですね・・・こういう感じの作品を作りつつ、佐藤さんがおっしゃったように、文化の終わらせ方
と言うか、無くなってしまう文化と言うか、そういうものに興味を持つようになっていって・・それで、普
通の人がちょっとこう興味を持たないような、ちょっともう時代遅れなんじゃないかとか、何で今更これを
やるんだみたいな言われがちなものに、惹かれる傾向にあると言うか・・そういうところに大切なものがあ
る気がして、色ん なモチーフを常に探していました。  

そして、2018年に北海道で展示をやらせてもらう機会があって、苫小牧市っていうとこなんですけど。苫小
牧って言うと、大きい港があって、工業地帯というイメージがあって、 あまり大自然の観光地っていうイ
メージがないと思うんですけど、そこで地域の文化のテ ーマにした何かを作ってもらえないかっていう依頼
を頂いた際に、地域について調べてる時、 旦那さんが亡くなった後、1人で何年も森を管理して理想の空間
を作り続けている女 性と出会ったというのが、きっかけになって作った 作品があって・・ 

S:森を作るって、具体的にどういうことなんですか?何をされる感じなんでしょう?  

Y:えっと・・・もう私がその生きてきた感覚では、全然想像つかないような、広い土地・・山を一つを長年
管理してるような方で、75歳くらいの女性なんですけど、苫小牧市の都市部出身のその方が、苫小牧市内の
樽前という都市部から少し離れた場所にある地域にお嫁に行って、そこから50年間ぐらい、ずっとその場を
離れずに理想とする世界と言うか・・理想郷と言うとまた違うんですけど、何て言うんだろう・・理想郷と
言っても、自分だけの世界ではなくて、いろんな人に楽しんでもらえるような、本来あるべき生態系が保た
れいている小さな世界を作り続けている方がいて、 その方に出会って、自然とともにある生き方とか、昔な
がらの暮らしとか、北海道はものすごく厳しい自然環境があるので、楽しいだけじゃない、環境の変化の話
とか、一つの街の移り変わりとか色んな事を学ばせていただいて、その方の世界、私が感じた現在の苫小牧
をテーマにした展覧会を作りました。  



 



そこで自然との向き合い方と言うか、自然の中でどうやって楽しんで生きていくんだろうという・・そうい
う視点みたいなのを、今まで私の中では全然考えられなかったような、 新しい視点を得られたと言うか、
そんな作品でした。 それで半年かけて展覧会のために北海道で活動して、そこからちょこちょこ北海道に通
う ように なったんですが、そこで次の作品はどうしようと考えた時に、北海道で森を作って いるその方が
もの すごく「風」に敏感だったっていうのがあって・・・ 風を読んで明日の 天気とか、今日は天気がこう
だから、こうしたほうがいいという、予定を立てるというよ うな感覚を持っている方だったんですね。そう
いう感覚って私には一切なかったので、そ れが衝撃的で。もっとその自然と・・原始的な表現と言うか、原
始的な技術とか感覚を知 ることができる場所がないかって考えるようになって。 風といえば、私も昔から
親しみがあった、「凧」について考えるようになって、そこから いろいろ興味を持って調べていったという
感じですね。  

S:凧の前に風があって、風と関係するメディアとして凧・カイトというみたいな順番だっ たんですかね。  

Y:そうですね。風が・・やっぱり北海道での、今までの生まれ育った環境とは全く違うところでの制作って
いうので、興味を持つきっかけになったっていうのが、一番の理由かなと思います。  

S:そこからでも、さらに日本ではなくインドネシアに行ってるって言うので。またこう跳 躍があるんですけ
れども、そこにへの繋がりというのは・・・  

Y:これはカイトについて調べていくと、カイトの一番最初ってなんだろうって考えて、調 べて始めた時に、
インドネシアが発祥だという説が結構有力になっていて。 その理由は、 1万年前ぐらいの壁画が、2017年
ぐらいにスラウェシ島で発見されたっていう記事をナショナルジオグラフィックか何かで読んで・・今まで
カイトの起源っていうのは、中国なんじゃないかとか、曖昧だったんですね。でも、カイトをあげる人の壁
画が見つかって・・ 今見せますね。  

S:かなりじゃあ新しい説なんですね。  

Y:前から言われていたことではあるらしいんですけ ど・・インドネシアの人に聞くと、カイトはもちろんイ
ンドネシアの発祥だからっていう (笑)、自信を持った返事があったんですけど・・ 

S:裏付けるものが最近出てきたと。  

Y:そうですね 。ムナ島って言うちっちゃい島で、最近見つかった壁画があって、それが動 物とか描かれて
いるものとか色々あるんですけど、最近どんどん新しい壁画が見つかっ て、ラスコーとかの ヨーロッパの
方の壁画よりも古いんじゃないかっていう説も多く て・・全然まだ研究途中らしいんで すけど・・これで
すね。（ https://subvision.net/sky/planetkite/asia/indonesia/sulawesi-muna.htm ） 

S:確かに凧っぽいですね・・  

Y:これは、カイトをインドネシアで作っている人に聞くと、昔から有名だったみたいで・・ 色々こういう発
見とかがあって、インドネシアはすごくカイトに親しみが深い国 で・・幅広い世代で、未だにカイトを作っ
て楽しんでる人が多い地域だっていうことが、 調べていくうちにわかったって感じですね。  

S:それで、自分でも現地に行っちゃうわけですよね。具体的にはどうやって行ったんですか? 

 Y:たまたま自分が勤めていた勤め先に、インドネシアでアーティストインレジデンス施設 をやっている方
がいて、そういう縁で、インドネシアに滞在させていただきながら、イン ドネシア語も英語も自分はできな
いので、その方の助けを借りつつ、カイトについて調べ たり、撮影とかできたらいいなと思って、とりあえ
ず2019年の1月に、初めてインドネシアに行きました。  

https://subvision.net/sky/planetkite/asia/indonesia/sulawesi-muna.htm


 
S:今見ている画像にあるのは、現地に本当にあるカイトなんですか?  

Y:これは葉っぱで作 られていて、一番最初の古いカイトの形っていうのが、この形が有力なんですね。 

S:ひし形の・・  

Y:そうですね。  



 
Y:それか、この葉っぱですね。これがすごく硬くて軽く大きい葉っぱなんですけど。 30cmぐらいある葉っ
ぱで、それが一番最初の形っていうか、風になびいてそれをコント ロールする。それが浮かんで、こういう
形になったんじゃないかっていう説があって、それにすごく惹かれたと言うか、本当に身近な大きな葉っぱ
が落ちて、風に舞うところから発想を広げて、人間の手でコントロールして、 何か道具にして行くみたい
な。最初のクリエイティブなものを感じて(笑)、それを実際に見てみたいと思って。  

S:あと、ご自身のお名前にも葉という字が入っていますよね。  

Y:ああそうです(笑)。全然関係ないんですけど、たまたま・・ ・  

S:たまたまなんですね(笑) あと、これはカイトだろうっていう絵が、先ほどの壁画にあったじゃないですか。
あれはなぜ飛ばしていたのかっていうのは分かってるんですか?何のための・・遊んでたってことなんですか
ね?  

Y:いやインドネシアのカイトは、部族の象徴だったり、シンボルの形を表現していて、自然信仰の表現だっ
たり、地域によって全然形が違っています。農業に最初は使ってたんじゃないかっていうことで、田んぼと
かに鳥が集まってくるんですね、そういうのを追い払うために音の出るカイトとかを作っていたらしいで
す。  



 

Y:この真ん中の白いのが、ジャワ島のカイトの一番ベーシックな形って言われていて、一番親しみがある形っ
て言うか・・・ もちろん一番飛びやすいし、作りやすいので・・ひし形のものが一番なんですけど、次に
思いつくと言うか、伝統カイトといえば、これ。みたいに言ってて、これはビニールでできているんですけ
ど、ビニール袋ですね。本当にごみから作ったって作者は言ってたんで・・ゴミと竹でできてますね。 そう
いうのを小さい時からやってるので、もうインドネシアの男の子はみんな作れるって言ってました、自信
もって言ってるぐらいの感じの・・みんな積極的に小さい時からやってるようで、 

Y:こういうのも地域の祭りで見られるカイトで、自然のものだけで作る・・これはよく見 ると、繋 いでる
のも糸じゃなくて、葉っぱなんですね。葉っぱを葉っぱでつないでると言 うか・・釣り糸みたいに強い繊維



を使って繋いでいます。だから接着剤を一切使わない、 全部自然のものなので、すごく軽くてすごく強いん
です。  

S:オーガニックカイト的な・・ 

Y:そうですね。完全に・・  

S:今でもインドネシアでは、こういう自然素材のカイトはたくさん上がってるんですか?  

Y:そうですね結構作ってる人がいましたね。8月がインドネシアのカイトシーズンと言われ ていて、「カイ
トの季節」っていう名前があるぐらい、雨季と乾季の二つに分かれるうちの、乾季の方に風が強く吹くの
で、その時にその時にカイトフェスティバルが物凄くいろ んな地域で行われるんです ね。もう島だらけな
ので、いっぱいあるビーチにみんな集まっ て、自分が作ったカイトを飛ばして楽しむっていう・・・  

 
Y:これも地元の人が作ったカイトで、すごい形がかっこよくて、音もすごい良くて・・そ の音もすごくいろ
んな音があって・・  

S:この上部の弓の弦みたいになってるところが、震えて鳴るって言うところなんですかね?  

Y:そうです。そうです。弓のところですね。日本にも同じようなものがあって、セミのカイトとか、 鳥のカ
イトとかについてるんですけど、全然その大きさとかその素材によっ て、音が全く違うっていうのも面白く
て。 そういう違いを調べてるだけでも面白いんですけど、なんとか応用するというか、自分の作品に何か 
生かすことができないかなと思いながら、今ひたすら興味に従って、色々見て回ってるって言う状況 です。  



 
S:さっきの船の画像は、釣りをする凧ですよね。  

Y:あ。そうですね。  

S:テレビで見たことがあるんだけれど、本当にできるのかなって思うんですけど・・・  

Y:やってみたんですけど、絶対できないだろうと思ったんで(笑)・・  

S:現地でやってる方はあまりいないんですか?  

Y:いやいないですね、これは超高等テクニックだと思います(笑)。 本当に・・自分の足場がしっかりしてい
ない状態で凧を飛ばしたら、くるくる回っちゃったり、制御できない感じがして、すごく難しいと思いま
す。  

S:どの段階でダメだと思いましたか?テレビとかで見てると、まずどう飛ばすんだろうっていうの がわから
なくて・・テレビだと凧が上がった状態から映像が始まったりするので・・最初飛ばす時とかって、風があ
れば飛んでいくもんですか?  

Y:そうですね。風があればまあ飛んでいくとは思いますね。よくできたカイトだった ら・・・重かったり大
きかったりしたら、全然難易度が高くなると思うんですが、小さくて飛びやすいカイト だったら、離した
瞬間飛んで行きますね。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

S:これって皆さん手作りされてるって話なんですけど、買うっていうことはほぼないんで すか?  

Y:いや~売っているけれど、日本で手に入るような大量生産品とはちょっと違って、地元の人が作って売って
るっていうものが多くて、それがそれもすごく面白くて・・  

S:これ頂戴って言ったらもう、その店しかないみたいな、そのものしかないってことですよね。 

Y:そうですね。これあの地元の人が作ったカイトで(笑)  
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S:もうこれどっちがハルクなのかわかんないですね(笑)。 

Y:(笑)これ、この人が作ったカイトなんですよ。 
 
S:え、そうなんですか。  

Y:この人はものすごく作るのが上手で、すごい繊細なカイト作る方で、このカイトも全部切り絵と言うか、
ナイロンの布を型紙を作って切って、それをパッチワークみたいにして、境目はミシンで縫ってるんです
よ。  

S:これ全部がパーツがバラバラで・・・黒い部分だけ骨みたいになっていて、合わせていくわけだ。緑の部
分を・・  

Y:そうです。そうです。 



 
S:そうなんですね・・すごいですね。  

Y:あと、これはバリ島の影絵のこれはインドネシアの「ワヤンクリ」っていう影絵芝居で、これもものすご
い伝統がある芝居で、ご存知の方も多いと思うんですけど、それをカイトにしたもので・・ これもとんでも
なく細いっていうか・・・  
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S:これがまず飛ぶっていうのがすごいですね。 

Y:そうそうそう(笑)。私もこれ見た時に、もう理解ができなくて。何で飛ぶの?みたいな、 意味が分からな
くて・・・だってもう四角いカイトしか飛ばないと思ってたから、なんで これが飛ぶのか 全然理解できな
かったんですけど、いっぱい糸がついているんですね。すごい何十箇所も糸がついていて、それのバランス
を調整しながら、安定して飛ぶ位置を決 めているみたいです。  

S:なるほど。これもさっきのハルク的な作り方でやってるってことですか。  

Y:もちろんそうです。  

S:すごいです。やばいですね(笑)。  

Y:やばいです(笑)。この布とかも、本物のバティックを使っていて、バティックっていうの は、 伝統的なろ
うけつ染めで作られる、すごい繊細な手作りの染色布なんですけど、それを使ったりして いて、もうこだわ
りがハンパないと言うか・・  



S:これって例えば・・売り物なんですか?  

Y:う~ん・・売ってくれって頼めば、売ってるくれるかもしれないですけど・・・やっぱりその人がもう一ヶ
月ぐらいかけて作ってる作品なので、なかなか言いづらいですね(笑)・・・  

S:ちなみに、さっきのハルクは売り物として作ったんですか。自分用なんですか?  

Y:ああいうのは結構売ってるものですね。  

S:あのハルクは、安田さんの感覚でいくらぐら いとかってわかりますか?  

Y:いやこのレベルだと・・このレベルだでもまあ5000円ぐらいで売ってると思います。日本円で。 う~ん、
でもそんなに高くないかも・・・子供向けのカイトだったら、もう1000円以下で販売してるから・・でも
手作りなので、やっぱり日本だと100均とかでも売ってますけど、ビニールのああいうのとはちょっと違っ
て、手間のかかり方が違うと言うか・・・  

S:それは現地の物価的には、凧を買うっていうのは、 気軽な感覚なんですか?それとも、 それぐらい手作り
で手間かかってるんだったら・・よいしょっ!て感じなんですかね?  

Y:まあそうかな・・でも、やっぱりみんな自分で作るのが基本なので、あんまり買わない・・自分 で作れ
るしみたいな感じで・・だからみんな買ったカイトを飛ばしてないんですよ。みんな自分が作ったカイトを
飛ばすのが基本と言うか・・ 
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Y:これはドラゴンカイトで、連凧なんですけど、この男の人が作ったカイトなんです。頭の部分は発泡スチ
ロールでできていて、後ろは連凧をもう・・・50m って言ってた気がするんですけど、これもすごくて・・・
この後ろにいっぱいひょろひょろ飛んでるのが、 全部その同じような連凧で・・  



S:すごい!これ前に写ってるドラゴンの飾りかと思ったら違うんですね!・・一個一個がこれくらいあるもの
なんだ・・・すごい・・  
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Y:これでみんなこう、自分で乗る乗って遊ぶみたいな・・ 

S:すごい浮力! 

Y:これをびよ~んって飛ぶのが楽しいみたいで、こういう割と若めの男の子が、写真のようなカイトを作る
傾向にあったような気がしますね・・  

S:神輿の上に乗っちゃうような感覚で・・  

Y:そうそうそう。この子は二十歳ぐらいの子だったんですけど、若いそういうお兄ちゃん達が本当にガチで
作ってるっていう(笑)・・  

S:すごいですね・・  

Y:それが面白くて、本当にこういうクリエイティブさと言うか、手作りで自分がいいなと思うものを、利益
関係なく作っているってとこに、ものすごく感動してしまって・・そう いう文化を楽しんでやってて、それ
を見に来てくれる人にも、全然分け隔てなく教えると言うか、一緒に楽しもうみたいな感じで、やってると
ころにものすごく魅力を感じたと言うか・・・  



 
Y:この写真の右にいるのが、さっきハルクのカイトを持ってた人で、一番左側にいる人が こさっきのドラゴ
ンカイト作った人です。そういう感じでコンペみたいなのがあったりして・ ・  

S:ちょっとじゃあですねこの辺で一回ブレイク入れて、後半でこのフェスティバルについて映像を見なが
ら、解説してもらってもいいでしょうか。 あと、ちょっと今質問来てますので・・お話しいただきたいと思
います。 「カイトを作っている人達は趣味ですか、職業、伝統工芸士とかもいるんですか?」っていう質問
が 来ています。  

Y:えっと伝統工芸士っていう人も中にはいますね・・私が主に教えてもらった方は、カイト博物館に勤めて
いる方で、その方はお土産品としてのカイトも作りながら、カイト文化をワークショップとかを美術館で開
催して、子どもたちに伝えるっていう活動をしていたけど、ほとんどの人は別にそれで利益を得たりしてい
なくて、工芸士として生きてる人はちょっとわかんないですけど、あんまり現実的じゃないのかなとは・・
日本と同じ感じですかね・・ 

S:もうすごくカイトが日常なんですね。  



 
Y:そうそう。毎年この時期にお祭りがあって、チームのこれがのぼりなんですけど、こんだけいっぱいいて、
これもそんなに大きいお祭りじゃなくて、小規模なお祭りでこのレベルっていう(笑)、 いっぱい人が集まっ
て、カイトチームでサークルみたいな感じでやっていて、それを毎年新作を発表しに来るみたいな(笑)。こ
れがインドネシアのジョグジャカルタっていうところなんですけど・・ 

 S:ありがとうございました。では後半は、このフェスティバルについて、映像を交えてお話を伺っていきた
いと思います。  

スタッフから註:「凧とカイトの違い」 日本では、和紙などで構成される和凧と、海外から輸入されビニー
ルなど様々な素材で構 成される洋凧・カイトに大別される。 
後半へ続く。  


